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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粘着層と硬化型材料層を直接積層してなる積層体を有する積層シートであって、
　硬化型材料層は、エネルギー線もしくは熱によって硬化する硬化型材料を含んでなるホ
ログラム層であり、
　粘着層は、着色材料とアクリルトリブロック共重合体を含み、５０℃における動的貯蔵
弾性率が１．５×１０５Ｐａ以上であり、且つ、０℃における動的貯蔵弾性率が５．０×
１０６Ｐａ以下であり、
　アクリルトリブロック共重合体の構造を構成するモノマー成分が、活性水素を含む不飽
和カルボン酸のエステル化物、不飽和カルボン酸化合物、及び、不飽和アミン化合物を避
けたものとなっている、ことを特徴とする積層シート。
【請求項２】
　粘着層は、アクリルジブロック共重合体を含む、請求項１に記載の積層シート。
【請求項３】
　アクリルジブロック共重合体の構造を構成するモノマー成分が、活性水素を含む不飽和
カルボン酸のエステル化物、不飽和カルボン酸化合物、及び、不飽和アミン化合物を避け
たものとなっている、請求項２に記載の積層シート。
【請求項４】
　着色材料は、黒色顔料を含む、請求項１から３のいずれかに記載の積層シート。
【請求項５】
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　積層体は、該基材シートに直接もしくは間接に積層されており、粘着層と基材シートの
間に硬化型材料層が位置している、請求項１から４のいずれかに記載の積層シート。
【請求項６】
　積層体は、基材シートに剥離可能に積層されている、請求項５に記載の積層シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粘着層と硬化型材料層を積層してなる積層シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　粘着層と硬化型材料層とを積層した積層体を有する積層シートは、支持体に対して積層
構造を固定するためのシートをはじめ、支持体がシートである場合には、積層体を支持体
積層してなるものなど、様々な形態で使用される。
【０００３】
　例えば、このような積層シートの一形態として、ホログラムの技術分野におけるホログ
ラム転写シートなどが挙げられる。
【０００４】
　ホログラムは、例えば、紫外線硬化型樹脂などの硬化型材料からなる層構造に物体光と
参照光の干渉縞のパターンを記録することで形成され、三次元画像情報の記録をはじめ、
高密度に様々な情報を記録できる。すると、ホログラムは、上記したような情報を記録し
た層構造を有するホログラム層を基材シート上に積層したシート構造に形成されることが
できる。そして、このようなシート構造を有するものとして、ホログラム転写シートが、
具体的に例示される。
【０００５】
　ホログラム転写シートは、剥離紙などを基材シートとして、基材シート上に上記ホログ
ラム層を形成し、さらに、様々な被着体（支持体）にホログラム層を粘着させるための粘
着剤からなる粘着層をそのホログラム層面上に直接形成した積層構造を備える。ホログラ
ム転写シートは、必要に応じて所望の形状に抜き打ち加工され、ホログラム転写シートの
ホログラム層が様々な被着体に転写される。ホログラム転写シートから支持体へのホログ
ラム層の転写は、ホログラム層と粘着層の積層体ごとその被着体に転写される。このとき
、ホログラム層は、粘着層によって支持体面上に貼り付けられて固定される。
【０００６】
　したがって、硬化型材料層と粘着層とを積層した積層構造を有する積層シートには、積
層シートがホログラム転写シートである場合に打ち抜き加工を施されることがあることを
鑑みれば、加工時の打ち抜き性が良好なものであることが好ましいとされる。また、積層
シートがホログラム転写シートである場合には、ホログラム層と支持体との粘着性が良好
に維持されることが特に要請される。
【０００７】
　ところで、ホログラム転写シートにおいては、支持体面の地模様を隠蔽して、ホログラ
ム画像のコントラストを良好にするために、ホログラム層と粘着層の間に着色層が積層さ
れることがある。特に、ホログラム層に記録されたホログラムが体積ホログラムであるよ
うな場合、着色層の積層によるホログラム画像のコントラスト向上効果は、大きなものと
なる。ところが、その一方で、ホログラム層と粘着層の間に着色層を追加することは、ホ
ログラム転写シートから支持体上に転写される層構造の全厚みを増大させてしまうという
問題を生じさせてしまう。特に、ホログラム層を転写される支持体が柔軟な材質のもので
あるような場合などには、支持体のうちホログラム層の転写がなされた部分が、部分的に
幅厚になり、支持体の柔軟性が損なわれる虞が大きくなる。また、ホログラム層が支持体
外面上に転写されて外面に露出する場合、ホログラム層が支持体表面から突出した状態と
なりやすく、ホログラム層が外部から物理力を受けやすくなるうえ摩擦を生じやすくなり
、そのことがホログラム層の情報の記録状態に悪影響を及ぼす虞がある。さらに、ホログ
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ラム転写シートに着色層が積層される場合、ホログラム転写シートの製造工程数が増大す
るという問題もある。
【０００８】
　そこで、着色層を新たに設ける代わりに、粘着層に着色材料を添加して粘着層自体を着
色する試みがなされている（特許文献１）。この試みは、着色層の機能を粘着層に付与し
ようとするものである。
【０００９】
　ここでホログラム転写シートのように硬化型材料層と粘着層とを積層した層構造を有す
る積層シートが形成される際には、積層シート形成時における硬化型材料層と粘着層との
粘着性に優れる点で、粘着層には、通常、アクリル粘着剤が用いられている。ところが、
これまで用いられてきたようなアクリル粘着剤で形成された粘着層では、特許文献１のよ
うに粘着層に着色材料を添加された場合に、粘着層の粘着性の低下（経時劣化）が著しく
進行しやすくなる問題がある。さらに、粘着層に隠蔽性を与える目的で用いられたはずの
着色材料が、その粘着層から硬化型材料層へと染み出してしまう（ブリードアウト）とい
う問題が生じてしまう。
【００１０】
　このようなブリードアウトの問題点に関しては、粘着層と硬化型材料層との間に、更に
接着層を別途積層することが提案されている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００１－１４２３８１号公報
【特許文献２】特開２０００－１１２３５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、特許文献２に記載された技術のように、粘着層と硬化型材料層との間に
、更に接着層を別途積層することになれば、結局、「支持体のうちホログラム層の転写が
なされた部分が、部分的に幅厚になる」という「厚みの増大」の問題や、製造工程数の増
大の問題が再び生じてしまう。
【００１３】
　したがって、硬化型材料層と粘着層とを積層した層構造を有する積層シートにおいては
、厚みの増大や製造工程数の増大の問題、粘着層に着色材料が添加された場合に粘着層の
経時劣化が早まる問題、および、粘着層からの着色材料のブリードアウトの問題の全てを
十分に解決できるような積層シートが得られていない。
【００１４】
　そして、そのうえで、ホログラム転写シートのような硬化型材料層と粘着層とを積層し
た層構造を有する積層シートにおいては、上記したように打ち抜き性が良好であることが
好ましい。
【００１５】
　本発明は、粘着層に着色材料が添加されたとしても、粘着層の経時劣化を抑制できると
ともに、粘着層からの着色材料のブリードアウトを抑制でき、さらに、厚みの増大や製造
工程数の増大の問題の発生を抑制しつつ打ち抜き性も良好な積層シートを提供することを
目的とし、また、良好なホログラム転写シートを形成するために使用可能な積層シートを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明は、（１）粘着層と硬化型材料層を直接積層してなる積層体を有する積層シート
であって、
　硬化型材料層は、エネルギー線もしくは熱によって硬化する硬化型材料を含んでなるホ
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ログラム層であり、
　粘着層は、着色材料とアクリルトリブロック共重合体を含み、５０℃における動的貯蔵
弾性率が１．５×１０５Ｐａ以上であり、且つ、０℃における動的貯蔵弾性率が５．０×
１０６Ｐａ以下であり、
　アクリルトリブロック共重合体の構造を構成するモノマー成分が、活性水素を含む不飽
和カルボン酸のエステル化物、不飽和カルボン酸化合物、及び、不飽和アミン化合物を避
けたものとなっている、ことを特徴とする積層シート、
（２）粘着層は、アクリルジブロック共重合体を含む、上記（１）に記載の積層シート、
（３）アクリルジブロック共重合体の構造を構成するモノマー成分が、活性水素を含む不
飽和カルボン酸のエステル化物、不飽和カルボン酸化合物、及び、不飽和アミン化合物を
避けたものとなっている、上記（２）に記載の積層シート、
（４）着色材料は、黒色顔料を含む、上記（１）から（３）のいずれかに記載の積層シー
ト、
（５）積層体は、基材シートに直接もしくは間接に積層されており、粘着層と基材シート
の間に硬化型材料層が位置している、上記（１）から（４）のいずれかに記載の積層シー
ト、
（６）積層体は、基材シートに剥離可能に積層されている、上記（５）に記載の積層シー
ト、を要旨とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、粘着層の経時劣化を抑制できるとともに、粘着層からの着色材料のブ
リードアウトを抑制でき、さらに、厚みの増大や製造工程数の増大の問題の発生を抑制し
つつ打ち抜き性も良好な積層シートが得られる。この積層シートは、所定の硬化型材料層
にホログラムを記録させており、ホログラム転写シートとして好適に使用されることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の積層シートの実施例の１つを模式的に示す断面模式図である。
【図２】本発明の積層シートがホログラム転写シートである場合における、積層シートの
実施例の１つを模式的に示す断面模式図である。
【図３】本発明の積層シートがホログラム転写シートである場合における、積層シートの
他の実施例（第２の実施形態の例）の１つを模式的に示す断面模式図である。
【図４】本発明の積層シートがホログラム転写シートである場合における、積層シートの
他の実施例（第３の実施形態の例）の１つを模式的に示す断面模式図である。
【図５】ホログラム層に記録された絵柄と、積層シートの輝度を測定するための測定スポ
ットとを説明するための説明図である。
【図６】積層シートの性能を評価するための光学測定系を説明するための模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の積層シート１０は、粘着層３０と硬化型材料層２０を直接積層してなる積層体
４０を有する。硬化型材料層２０は、エネルギー線もしくは熱によって硬化する硬化型材
料を含んでなる。硬化型材料には、エネルギー線によって硬化するエネルギー線硬化型材
料と、熱によって硬化する熱硬化型材料があげられる。エネルギー線硬化型材料としては
、光線によって硬化する感光硬化型材料、電子線によって硬化する電子線硬化型材料があ
げられる。また、エネルギー線硬化型材料と熱硬化型材料のそれぞれについて、樹脂材料
と非樹脂材料を挙げることができる。なお、エネルギー線という概念は、紫外線、可視光
線、赤外線等の電磁波と、電子線等の放射線の両方を含んでなる概念である。
【００２０】
　積層シート１０は、ホログラムを記録するためシート材や、ホログラム転写シート（す
なわち、ホログラムを記録した後に得られるホログラム転写シート１）として使用可能で
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ある。
【００２１】
　そこで、積層シート１０がホログラム転写シート１である場合を例として挙げつつ、詳
細に説明する。
【００２２】
（第１の実施形態）
　積層シート１０は、基材シート５に、硬化型材料層２０であるホログラム層２と、粘着
層３（３０）とをこの順に積層してなる積層体４０であるホログラム積層体４を有してな
るホログラム転写シート１である（第１の実施形態の積層シート）。このとき、ホログラ
ム積層体４は、基材シート５上に剥離可能に積層される。また、ホログラム積層体４にお
いては、粘着層３と基材シート５の間にホログラム層２が位置していることになる。
【００２３】
＜基材シート５＞
　基材シート５としては、後述するようにホログラム層２を支持する機能を有するもので
あれば特に限定されない。基材シート５は、ホログラム層２の種類（例えば、体積ホログ
ラム）などに応じて適宜選択して用いることができる。
【００２４】
　基材シート５としては、例えば、ポリエチレンフィルム、ポリプロピレンフィルム、ポ
リフッ化エチレン系フィルム、ポリフッ化ビニリデンフィルム、ポリ塩化ビニルフィルム
、ポリ塩化ビニリデンフィルム、エチレン－ビニルアルコール共重合体フィルム、ポリビ
ニルアルコールフィルム、ポリメチルメタクリレートフィルム、ポリエーテルスルホンフ
ィルム、ポリエーテルエーテルケトンフィルム、ポリアミドフィルム、ポリエチレンテレ
フタレートフィルム等の樹脂フィルムを適宜用いることができる。
【００２５】
　積層シート１０において、ホログラム積層体４が基材シート５に対して効果的に剥離可
能に積層された状態とするためには、基材シート５としては、特に限定されるものではな
く、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）製のシート材などの樹脂製のシートなどを適
宜用いることができるが、透明もしくは半透明なものを用いられることが好ましい。
【００２６】
　基材シート５の厚みは、ホログラム層２の用途や種類等に応じて適宜選択されるもので
あるが、２μｍ～２００μｍ、好ましくは１０μｍ～５０μｍの範囲内とされるのが通常
である。
【００２７】
＜ホログラム層２＞
　硬化型材料層２０であるホログラム層２は、エネルギー線もしくは熱によって硬化する
硬化型材料を構成する化合物を含んでなる材料組成物（硬化型材料層用材料組成物）の硬
化物からなる層であって、ホログラムを構成する干渉縞を形成している層である。ホログ
ラム層２としては、ホログラムを構成する干渉縞がホログラム層２にどのように記録され
ているかに応じて、体積ホログラム層や、表面レリーフホログラムを記録する層などが挙
げられる。
【００２８】
（硬化型材料層用材料組成物）
　ホログラム層２を構成するために調製される硬化型材料層用材料組成物については、硬
化型材料層用材料組成物の硬化時もしくは硬化後にホログラムを記録することができるも
のであれば特に限定されるものではなく、ホログラム層２を形成する場合に用いられる公
知の材料組成物を適宜用いることができる。
【００２９】
　硬化型材料層用材料組成物に含まれる硬化型材料については、次のように説明される。
【００３０】
（硬化型樹脂材料）
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　ホログラム層２が表面レリーフホログラムを記録する層である場合には、硬化型材料層
用材料組成物の硬化型材料は、硬化可能な材料であって硬化後の層表面に微細な凹凸パタ
ーンを形成した状態を維持可能であれば、特に限定されずに使用可能であり、熱硬化性樹
脂、熱可塑性樹脂、エネルギー線硬化性樹脂等を適宜用いることができる。熱硬化性樹脂
としては、例えば、不飽和ポリエステル樹脂、アクリルウレタン樹脂、エポキシ樹脂、ウ
レタン樹脂、エポキシ変性アクリル樹脂、エポキシ変性不飽和ポリエステル樹脂、アルキ
ッド樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、フェノール樹脂、セルロース樹脂、ジアリルフタレ
ート樹脂、ポリアセタール樹脂等、有機成分とゾルゲル反応可能な金属アルコキシド基を
含有した有機－無機ハイブリッド樹脂等が挙げられる。また、熱可塑性樹脂としては、ア
クリル樹脂、アクリルアミド樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリオレフィ
ン、ポリアミド、ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリウレタン、ポリ酢酸ビニル、ポリ
ビニルアルコール、ポリビニルブチラール、ポリカーボネート、シリコーン樹脂等が挙げ
られる。これらの樹脂は、単独あるいは２種以上の組み合わせで使用することができ、ま
た、各種イソシアネート樹脂や、ナフテン酸コバルト、ナフテン酸亜鉛等の金属石鹸ベン
ゾイルパーオキサイド、メチルエチルケトンパーオキサイド等の過酸化物、ベンゾフェノ
ン、アセトフェノン、アントラキノン、ナフトキノン、アゾビスイソブチロニトリル、ジ
フェニルスルフィド等の熱あるいは紫外線硬化剤を配合してもよい。
【００３１】
　また、エネルギー線硬化性樹脂としては、エチレン性不飽和結合をもつモノマー、オリ
ゴマー、ポリマー等を使用することができる。モノマーとしては、例えば、１，６－ヘキ
サンジオール、ネオペンチルグリコールジアクリレート、トリメチロールプロパントリア
クリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアク
リレート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ
アクリレート等が挙げられる。オリゴマーとしては、エポキシアクリレート、ウレタンア
クリレート、ポリエステルアクリレート等が挙げられる。ポリマーとしては、ウレタン変
性アクリル樹脂、エポキシ変性アクリル樹脂が挙げられ、特に耐熱性や加工性の観点から
、ウレタン変性アクリル樹脂が好ましく用いられる。
【００３２】
　次に、ホログラム層２が体積ホログラムを記録する層（体積ホログラム層）である場合
、硬化型材料層用材料組成物は、表面レリーフホログラムを記録する層である場合につい
て示した硬化型材料を含む硬化型材料層用材料組成物を用いることができる。また、ホロ
グラム層２が体積ホログラムを記録する層である場合、硬化型材料層用材料組成物として
は、例えば、銀塩材料、重クロム酸ゼラチン乳剤、光重合性樹脂（感光硬化型樹脂材料）
、光架橋性樹脂等の公知の体積ホログラム記録材料を用いることができる。
【００３３】
　さらに、ホログラム層２が体積ホログラム層である場合において、硬化型材料層用材料
組成物としては、（ｉ）バインダ樹脂、光重合可能な化合物、光重合開始剤および増感色
素を含有する材料組成物（第１の感光材料）、（ｉｉ）カチオン重合性化合物、ラジカル
重合性化合物、光ラジカル重合開始剤系および光カチオン重合開始剤系を含有する材料組
成物（第２の感光材料）が、好適に用いられる。
【００３４】
（第１の感光材料について）
　第１の感光材料はバインダ樹脂、光重合可能な化合物、光重合開始剤および増感色素を
含有する。
【００３５】
　（バインダ樹脂）
　第１の感光材料に含まれるバインダ樹脂としては、例えば、ポリ（メタ）アクリル酸エ
ステル、またはその部分加水分解物、ポリ酢酸ビニルまたはその加水分解物、アクリル酸
、アクリル酸エステル等の共重合可能なモノマー群の少なくとも１つを重合成分とする共
重合体、またはそれらの混合物や、ポリイソプレン、ポリブタジエン、ポリクロロプレン
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、ポリビニルアルコールの部分アセタール化物であるポリビニルアセタール、ポリビニル
ブチラール、ポリ酢酸ビニル、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体等、またはそれらの混合
物等を挙げることができる。ここで、ホログラム層２に記録されるホログラムが体積ホロ
グラムである場合、ホログラム層形成用材料層にホログラムを記録する記録工程を行った
のちに記録された体積ホログラムを安定化するべく、ホログラムの記録工程の後に加熱工
程を施すことでホログラム層形成用材料層に含まれるモノマーを移動させる工程が実施さ
れることが好ましい。このため、バインダ樹脂は、ガラス転移温度が比較的低く、上記し
たモノマーの移動が容易となるものであることが好ましい。
【００３６】
（光重合可能な化合物）
　第１の感光材料に含まれる光重合可能な化合物は、光を受けて反応活性種（ラジカル、
カチオンなど）を発生して、化合物相互で反応（重合反応）が進行可能なものであり、硬
化型材料をなすが、この光重合可能な化合物は、後述するような１分子中に少なくとも１
個のエチレン性不飽和結合を有する光重合、光架橋可能なモノマー、オリゴマー、プレポ
リマーおよびそれらの混合物を用いることができる。光重合可能な化合物として使用可能
な化合物の具体例としては、不飽和カルボン酸およびその塩、不飽和カルボン酸と脂肪族
多価アルコール化合物とのエステル、不飽和カルボン酸と脂肪族多価アミン化合物とのア
ミド化合物等を挙げることができる。
【００３７】
　第１の感光材料に含まれる光重合可能な化合物として使用可能な不飽和カルボン酸のモ
ノマーとしては、具体例に、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、クロトン
酸、イソクロトン酸、マレイン酸等及びそれらのハロゲン置換不飽和カルボン酸、例えば
塩素化不飽和カルボン酸、臭素化不飽和カルボン酸、フッ素化不飽和カルボン酸等が挙げ
ることができる。上記ハロゲン置換不飽和カルボン酸としては、２，２，３，３－テトラ
フルオロプロピルアクリレート、１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－ヘプタデカフルオロデシルア
クリレート、２，２，３，３－テトラフルオロプロピルメタクリレート等を挙げることが
できる。
【００３８】
　第１の感光材料に含まれる光重合可能な化合物として使用可能な「脂肪族多価アルコー
ル化合物と不飽和カルボン酸とのエステル」のモノマーの具体例としては、例えば、アク
リル酸エステル、メタクリル酸エステル、クロトン酸エステル、イソクロトン酸エステル
、マレイン酸エステルなどを挙げることができる。
【００３９】
　「脂肪族多価アルコール化合物と不飽和カルボン酸とのエステル」のモノマーたる「ア
クリル酸エステル」としては、エチレングリコールジアクリレート、トリエチレングリコ
ールジアクリレート、１，３－ブタンジオールジアクリレート、テトラメチレングリコー
ルジアクリレート、プロピレングリコールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジア
クリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、トリメチロールプロパントリ（
アクリロイルオキシプロピル）エーテル、トリメチロールエタントリアクリレート等を挙
げることができる。また、メタクリル酸エステルとしては、テトラメチレングリコールジ
メタクリレート、トリエチレングリコールジメタクリレート、ネオペンチルグリコールジ
メタクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、トリメチロールエタント
リメタクリレート等を挙げることができる。また、上記イタコン酸エステルとしてはエチ
レングリコールジイタコネート、プロピレングリコールジイタコネート、１，３－ブタン
ジオールジイタコネート等を挙げることができる。また、上記クロトン酸エステルとして
は、エチレングリコールジクロトネート、テトラメチレングリコールジクロトネート、ペ
ンタエリスリトールジクロトネート、ソルビトールテトラクロトネート等を挙げることが
できる。さらに上記イソクロトン酸エステルとしては、エチレングリコールジイソクロト
ネート、ペンタエリスリトールジイソクロトネート、ソルビトールテトライソクロトネー
ト等を挙げることができる。さらにまた、上記マレイン酸エステルとしては、エチレング
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リコールジマレエート、トリエチレングリコールジマレエート、ペンタエリスリトールジ
マレエート、ソルビトールテトラマレエート等を挙げることができる。
【００４０】
　第１の感光材料に含まれる光重合可能な化合物として使用可能な「不飽和カルボン酸と
脂肪族多価アミン化合物とのアミド」のモノマーの具体例としては、メチレンビスアクリ
ルアミド、メチレンビスメタクリルアミド、１，６－ヘキサメチレンビスアクリルアミド
、１，６－ヘキサメチレンビスメタクリルアミド等を挙げることができる。
【００４１】
（光重合開始剤）
　第１の感光材料に含まれる光重合開始剤としては、例えば、１，３－ジ（ｔ－ブチルジ
オキシカルボニル）ベンゾフェノン、３，３´，４，４´－テトラキス（ｔ－ブチルジオ
キシカルボニル）ベンゾフェノン、Ｎ－フェニルグリシン、２，４，６－トリス（トリク
ロロメチル）－ｓ－トリアジン、３－フェニル－５－イソオキサゾロン、２－メルカプト
ベンズイミダゾール、また、イミダゾール二量体類等を挙げることができる。ホログラム
層２に記録されるホログラムが体積ホログラムである場合、ホログラム層形成用材料層に
ホログラムを記録する記録工程を行ったのちには、光重合開始剤は分解処理されるもので
あることが好ましい。記録工程の後に光重合開始剤が分解処理されると、記録された体積
ホログラムがより安定化する。そのような光重合開始剤としては、例えば有機過酸化物系
の光重合開始剤をあげることができる。有機過酸化物系の光重合開始剤は紫外線照射する
ことにより容易に分解される。
【００４２】
　（増感色素）
　第１の感光材料に含まれる増感色素としては、チオピリリウム塩系色素、メロシアニン
系色素、キノリン系色素、スチリルキノリン系色素、ケトクマリン系色素、チオキサンテ
ン系色素、キサンテン系色素、オキソノール系色素、シアニン染料、ローダミン染料、チ
オピリリウム塩系色素、ピリリウムイオン系色素、ジフェニルヨードニウムイオン系色素
等を挙げることができる。
【００４３】
（第２の感光材料について）
　第２の感光材料は、カチオン重合性化合物、ラジカル重合性化合物、光ラジカル重合開
始剤系、および、カチオン重合開始剤系を含有する。カチオン重合性化合物とラジカル重
合性化合物が、硬化型材料をなす。
【００４４】
（カチオン重合性化合物）
　第２の感光材料に含まれるカチオン重合性化合物としては、ラジカル重合性化合物の重
合が比較的低粘度の材料組成物中で行われることが好ましいという点から、室温で液状の
ものが好適に用いられる。このようなカチオン重合性化合物としては、例えば、ジグリセ
ロールジエーテル、ペンタエリスリトールポリジグリシジルエーテル、１，４－ビス（２
，３－エポキシプロポキシパーフルオロイソプロピル）シクロヘキサン、ソルビトールポ
リグリシジルエーテル、１，６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテル、ポリエチレン
グリコールジグリシジルエーテル、フェニルグリシジルエーテル等を挙げることができる
。
【００４５】
（ラジカル重合性化合物）
　第２の感光材料に含まれるラジカル重合性化合物としては、分子中に少なくとも１つの
エチレン性不飽和二重結合を有するものが好ましい。また、ホログラム層２に記録される
ホログラムが体積ホログラムである場合、ラジカル重合性化合物の平均屈折率は、上記カ
チオン重合性化合物の平均屈折率より大きいことが好ましく、なかでも０．０２以上大き
いことが好ましい。これは、ラジカル重合性化合物とカチオン重合性化合物との屈折率の
差によって、体積ホログラムが形成されることによるものである。平均屈折率の差が上記
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値を満たす場合には、ホログラム層形成用材料層に十分な屈折率変調を形成して体積ホロ
グラムを記録することができる。ラジカル重合性化合物としては、例えば、アクリルアミ
ド、メタクリルアミド、スチレン、２－ブロモスチレン、フェニルアクリレート、２－フ
ェノキシエチルアクリレート、２，３－ナフタレンジカルボン酸（アクリロキシエチル）
モノエステル、メチルフェノキシエチルアクリレート、ノニルフェノキシエチルアクリレ
ート、β－アクリロキシエチルハイドロゲンフタレート等を挙げることができる。
【００４６】
（光ラジカル重合開始剤系）
　第２の感光材料に含まれる光ラジカル重合開始剤系としては、ホログラム層形成用材料
層にホログラムを記録する際に、後述の第１露光によって活性ラジカルを生成し、該活性
ラジカルがラジカル重合性化合物を重合させることができるものであれば特に限定される
ものではない。また、光ラジカル重合開始剤系は、一般に光を吸収する成分である増感剤
と活性ラジカル発生化合物や酸発生化合物を組み合わせたもので構成されてもよい。この
ような光ラジカル重合開始剤系における増感剤は、可視レーザー光を吸収するために色素
のような有色化合物が用いられる場合が多いが、ホログラム層２を無色透明とする場合に
は、シアニン系色素の使用が好ましい。シアニン系色素は一般に光によって分解しやすい
ため、ホログラム層形成用材料層にホログラムを記録してホログラム層２を形成後に更に
露光を施す処理、または室内光や太陽光の下に数時間から数日放置する処理を実施するこ
とで、ホログラム層２中の色素が分解される。これにより、可視波長域における光の吸収
を抑制されたホログラム層２が形成され、ホログラムを記録したホログラム層２として無
色透明ものを得ることができるからである。
【００４７】
　シアニン系色素の具体例としては、アンヒドロ－３，３´－ジカルボキシメチル－９－
エチル－２，２´チアカルボシアニンベタイン、アンヒドロ－３－カルボキシメチル－３
´，９´－ジエチル－２，２´チアカルボシアニンベタイン、３，３´，９－トリエチル
－２，２´－チアカルボシアニン・ヨウ素塩、３，９－ジエチル－３´－カルボキシメチ
ル－２，２´－チアカルボシアニン・ヨウ素塩、３，３´，９－トリエチル－２，２´－
（４，５，４´，５´－ジベンゾ）チアカルボシアニン・ヨウ素塩、２－［３－（３－エ
チル－２－ベンゾチアゾリデン）－１－プロペニル］－６－［２－（３－エチル－２－ベ
ンゾチアゾリデン）エチリデンイミノ］－３－エチル－１，３，５－チアジアゾリウム・
ヨウ素塩、２－［［３－アリル－４－オキソ－５－（３－ｎ－プロピル－５，６－ジメチ
ル－２－ベンゾチアゾリリデン）－エチリデン－２－チアゾリニリデン］メチル］３－エ
チル－４，５－ジフェニルチアゾリニウム・ヨウ素塩、１，１´，３，３，３´，３´－
ヘキサメチル－２，２´－インドトリカルボシアニン・ヨウ素塩、３，３´－ジエチル－
２，２´－チアトリカルボシアニン・過塩素酸塩、アンヒドロ－１－エチル－４－メトキ
シ－３´－カルボキシメチル－５´－クロロ－２，２´－キノチアシアニンベタイン、ア
ンヒドロ－５，５´－ジフェニル－９－エチル－３，３´－ジスルホプロピルオキサカル
ボシアニンヒドロキシド・トリエチルアミン塩等が挙げられ、これらの１種または２種以
上を組み合わせて使用することができる。
【００４８】
　活性ラジカル発生化合物としては、例えば、ジアリールヨードニウム塩類、あるいは２
，４，６－置換－１，３，５－トリアジン類が挙げられる。高い感光性が必要なときは、
ジアリールヨードニウム塩類の使用が特に好ましい。上記ジアリールヨードニウム塩類の
具体例としては、ジフェニルヨードニウム、４，４´－ジクロロジフェニルヨードニウム
、４，４´－ジメトキシジフェニルヨードニウム、４，４´－ジターシャリーブチルジフ
ェニルヨードニウム、３，３´－ジニトロジフェニルヨードニウムなどのクロリド、ブロ
ミド、テトラフルオロボレート、ヘキサフルオロホスフェート、ヘキサフルオロアルセネ
ート、ヘキサフルオロアンチモネート、トリフルオロメタンスルホン酸塩、９，１０－ジ
メトキシアントラセン－２－スルホン酸塩などが例示される。又２，４，６－置換－１，
３，５－トリアジン類の具体例としては、２－メチル－４，６－ビス（トリクロロメチル
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）ー１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（トリクロロメチル）－１，３，５－
トリアジン、２－フェニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－１，３，５－トリアジ
ン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－（ｐ－メトキシフェニルビニル）－１，３
，５－トリアジン、２－（４´－メトキシ－１´－ナフチル）－４，６－ビス（トリクロ
ロメチル）－１，３，５－トリアジン等が挙げられる。
【００４９】
（光カチオン重合開始剤系）
　第２の感光材料に含まれる光カチオン重合開始剤系としては、ホログラム層形成用材料
層にホログラムを記録する際の第１露光に対しては低感光性又は非感光性であって、第１
露光と異なる波長の光を照射する後露光（第２露光）に対して感光性を有してブレンステ
ッド酸あるいはルイス酸を発生し、カチオン重合性化合物を重合させる機能を発揮するよ
うな開始剤系であれば、特に限定されるものではない。光カチオン重合開始剤系は、第１
露光の間はカチオン重合性化合物を重合させないものから構成されることが特に好ましい
。このような光カチオン重合開始剤系としては、例えばジアリールヨードニウム塩類、ト
リアリールスルホニウム塩類、鉄アレン錯体類等が挙げられる。ジアリールヨードニウム
塩類で好ましいものとしては上述した光ラジカル重合開始剤系で示したヨードニウムのテ
トラフルオロボレート、ヘキサフルオロホスフェート、ヘキサフルオロアルセネート、ヘ
キサフルオロアンチモネートなどが挙げられる。トリアリールスルホニウム塩類で好まし
いものとしては、トリフェニルスルホニウム、４－ターシャリーブチルトリフェニルスル
ホニウム等が挙げられる。
【００５０】
（その他の添加剤）
　硬化型材料層用材料組成物には、上記に挙げる各種の化合物のほかにもその他の添加剤
を添加可能である。
【００５１】
　ホログラム層２が表面レリーフホログラムを記録する層である場合、硬化型材料層用材
料組成物には、反応性をもたないアクリル樹脂、ポリエステル樹脂、ウレタン樹脂、エポ
キシ樹脂等のポリマーが、その他の添加剤として添加されていてもよい。この場合、ホロ
グラム層２を構成するための層構造に、表面レリーフホログラムを構成する凹凸レリーフ
パターン形状を、より正確に形成することができるようになる。また、ホログラム層２を
構成するための層構造により容易に形成するために、硬化型材料層用材料組成物には、離
型剤がその他の添加剤として添加されていてもよい。離型剤としては、公知の離型剤や界
面活性剤、例えば、ポリエチレンワックス、アミドワックス等の固形ワックス、フッ素化
合物、フッ素ポリマー、リン酸エステル、シリコーンオイル、シリコーン樹脂等が挙げら
れる。
【００５２】
　また、ホログラム層２が表面レリーフホログラムを記録する層である場合においては、
表面レリーフホログラムを記録する凹凸レリーフパターン形状が外部から応力や熱を受け
た際に凹凸レリーフパターン形状が崩壊することを抑制するために（すなわち、ホログラ
ム層２の凹凸パターンの硬度や耐熱性を付与するために）、硬化型材料層用材料組成物に
は、シリカ、チタニア、アルミナ等の無機酸化物微粒子や金属アルコキシド、金属アルコ
キシドオリゴマー等が、その他の添加剤として添加されていてもよい。さらに、硬化型材
料層用材料組成物には、重合防止剤、酸化防止剤、増感剤、紫外線吸収剤、安定化剤、可
塑剤、消泡剤等が、その他の添加剤として添加されてもよい。
【００５３】
　ホログラム層２が体積ホログラム層である場合、硬化型材料層用材料組成物として第２
の感光材料を好ましく用いることができるところ、その第２の感光材料には、上記に説明
した各種の化合物の他の添加剤として、必要に応じてバインダ樹脂、熱重合防止剤、シラ
ンカップリング剤、可塑剤、着色料等が併用されてもよい。バインダ樹脂は、ホログラム
層２を形成するための材料組成物の成膜性、ホログラム層形成用材料層の膜厚の均一性を
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改善する場合や、ホログラム層形成用材料層の形成後にホログラムを記録する干渉縞をホ
ログラム層形成用材料層に形成するための第２露光を行うまでの間、材料組成物を安定に
存在させるために使用される。バインダ樹脂は、カチオン重合性化合物やラジカル重合性
化合物と相溶性のよいものであればよく、例えば塩素化ポリエチレン、ポリメチルメタク
リレート、メチルメタクリレートと他の（メタ）アクリル酸アルキルエステルとの共重合
体、塩化ビニルとアクリロニトリルの共重合体、ポリ酢酸ビニル等が挙げられる。バイン
ダ樹脂は、その側鎖又は主鎖にカチオン重合性基等の反応性官能基を有するものでもよい
。
【００５４】
　ホログラム層２の厚みは、特に限定されるものではないが、ホログラム層２が表面レリ
ーフホログラムを記録した層である場合には、ホログラム層２の厚みとして、ホログラム
層２に表面レリーフホログラムの凹凸を記録できる程度の厚みが確保される。具体的には
、ホログラム層２が表面レリーフホログラムを記録した層である場合、ホログラム層２の
厚みは、０．５μｍ～２０μｍの範囲内であることが好ましく、特に１μｍ～１０μｍの
範囲内であることが好ましい。
【００５５】
　また、ホログラム層２が体積ホログラム層である場合には、ホログラム層２の厚みとし
て、ホログラム層２に体積ホログラムを記録できる程度の厚みが確保される。具体的には
、ホログラム層２が表面レリーフホログラムを記録した層である場合、ホログラム層２の
厚みは、１μｍ～５０μｍの範囲内であることが好ましく、特に３μｍ～２５μｍの範囲
内であることが好ましい。また、ホログラム層２が体積ホログラム層である場合、ホログ
ラム層２の厚みは、１μｍ～５０μｍの範囲内であることが好ましく、特に３μｍ～２５
μｍの範囲内であることが好ましい。ホログラム層２の厚みが１μｍ未満であると、ホロ
グラム画像が暗くなりその視認性が悪化する虞がある。ホログラム層２の厚みが５０μｍ
を超えると、ホログラム層２の形成コスト高になる虞があり、また、ホログラム層２を支
持体に取り付けても支持体からホログラム層２が剥がれ易くなる。
【００５６】
＜ホログラム層２の形成＞
　ホログラム層２は、硬化型材料層用材料組成物を硬化させてなるホログラム層形成用樹
脂層の形成時もしくは形成後にホログラムを構成する干渉縞を形成することでホログラム
の記録を実施することにより形成される。
【００５７】
（ホログラム層形成用樹脂層の形成）
　ホログラム層形成用樹脂層の形成方法について、硬化型材料がエネルギー線硬化型材料
である場合を例として説明する。
【００５８】
　まず、エネルギー線硬化型材料を構成する化合物（エネルギー線硬化型材料構成化合物
）、バインダ樹脂、光重合開始剤、増感色素を、上記したような配合比率で混合して硬化
型材料層用樹材料組成物を調製し、溶剤に混合して、固型成分が１５重量％～２５重量％
程度の塗布液を調整する。溶剤には、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチル
ケトン、シクロヘキサノン、ベンゼン、トルエン、キシレン、クロルベンゼン、テトラヒ
ドロフラン、メチルセロソルブ、エチルセロソルブ、メチルセロソルブアセテート、エチ
ルセロソルブアセテート、酢酸エチル、１，４－ジオキサン、１，２－ジクロロエタン、
ジクロルメタン、クロロホルム、メタノール、エタノール、イソプロパノール等、または
それらの混合溶剤などが用いられる。次に、基材上に塗布液を乾燥後膜厚１μｍ～１００
μｍ、好ましくは１μｍ～５０μｍ、さらに好ましくは３μｍ～２５μｍとなるように塗
布して塗布膜を形成する。次に、得られた塗布膜にエネルギー線を照射する工程が実施さ
れ、塗布膜に含まれるエネルギー線硬化型材料構成化合物を重合させて硬化型材料の硬化
物となし、塗布膜がホログラム層形成用材料層となる。この工程と同時又は後にホログラ
ムの記録が行われ、ホログラム層形成用材料層の形成工程の後にホログラム層２が形成さ
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れ、もしくは、ホログラム層形成用材料層の形成工程がそのままホログラム層２の形成工
程となる。なお、エネルギー線硬化型材料構成化合物を重合させる際に、エネルギー線硬
化型材料構成化合物に対して照射されるエネルギー線としては、紫外線が好ましく用いら
れる。
【００５９】
（ホログラムの記録）
　積層シート１０では、ホログラム層形成用材料層に、様々な情報がホログラムとして記
録されている。この場合、ホログラムを構成する干渉縞のパターンがホログラム層形成用
材料層の形成時あるいは形成後に記録されて、ホログラム層形成用材料層がホログラム層
２をなすことになる。
【００６０】
　ここで、ホログラムの原版について、物体光と参照光の干渉縞のパターンをホログラム
層形成用樹脂層に記録されることでホログラムとしての記録が実現される。積層シート１
０がホログラムの原版用のシートである場合には、干渉縞のパターンが、凹凸パターンや
屈折率変調構造としてホログラム層形成用材料層に記録される。そしてこのときホログラ
ム層形成用材料層がホログラム層２をなし、ホログラムの原版としての積層シート１０が
形成される。
【００６１】
　また、ホログラムの複製版について、次のように、ホログラムを構成する干渉縞をホロ
グラム層形成用材料層へ記録することが実現される。ホログラムを構成する干渉縞を凹凸
パターンとして記録したホログラムの原版からホログラム層形成用材料層にホログラムを
構成する干渉縞を記録することによって複製を実現する場合、ホログラムの原版を用いて
、ホットエンボス法を用いて凹凸パターンをホログラム層形成用材料層に転写することで
ホログラムの複製版の製造を行うことができる。ホログラムを構成する干渉縞を屈折率変
調構造として記録したホログラム（体積ホログラム）の原版からホログラム層形成用材料
層にホログラムを構成する干渉縞を記録することによって複製を実現する場合、ホログラ
ムの原版を用いて、従前より公知な光学複製による方法を用いて屈折率変調構造をホログ
ラム層形成用材料層に転写することでホログラムの複製版の製造を行うことができる。
【００６２】
　体積ホログラムの複製版の製造について、より具体例に示す。まず、第１の感光材料も
しくは第２の感光材料からなる硬化型材料層用材料組成物を基材上に塗布して塗布膜を形
成しておく。次に、塗布膜を形成した基板にホログラムの原版を密着させ、エネルギー線
を用いて公知の干渉露光法を実施することにより、ホログラムの原版に形成される干渉縞
（屈折率変調構造のパターン）を塗布膜に記録した体積ホログラム層としてのホログラム
層２が形成され、ホログラムの原版の複製版が得られる。なお、屈折率変調の促進、重合
反応完結のために、干渉露光後、紫外線による全面露光や加熱等の処理を適宜行うことが
できる。ここに、原版に記録された体積ホログラムの複製に使用されるエネルギー線は、
可視レーザー光、例えば、アルゴンイオンレーザー（４５８ｎｍ、４８８ｎｍ、５１４．
５ｎｍ）、クリプトンイオンレーザー（６４７．１ｎｍ）、ヘリウム－ネオンイオンレー
ザー（６３３ｎｍ）、ＹＡＧレーザー（５３２ｎｍ）等のレーザー光を用いることができ
る。なお、硬化型材料層用材料組成物として第２感光材料が用いられる場合、ホログラム
を塗布膜に記録するにあたり干渉露光法を行う際に、塗布膜の露光が２段階（第１露光、
第２露光）で実施される。第１露光では光ラジカル重合開始剤系が感光する波長のレーザ
ー光等の光（第１の光）が塗布膜に照射され、次いで実施される第２露光では光カチオン
重合開始剤系が感光する波長の光であって上記第１の光とは別の波長の光が塗布膜に照射
される。
【００６３】
　こうしてホログラム層形成用材料層がホログラム層２をなし、ホログラムの複製版とし
ての積層シート１０が形成される。
【００６４】
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　このように、積層シート１０は、ホログラムの原版、複製版のいずれにとしても好適に
使用できるものである。
【００６５】
＜粘着層３＞
　積層シート１０の粘着層３（３０）は、５０℃における動的貯蔵弾性率が５．０×１０
５Ｐａ以上であり、且つ、０℃における動的貯蔵弾性率が５．０×１０６Ｐａ以下である
。
【００６６】
　粘着層３の５０℃における動的貯蔵弾性率が５．０×１０５Ｐａ以上であることにより
、積層シート１０は充分な動的貯蔵弾性率を有するため、打ち抜き性に優れたものとなり
、粘着層３の０℃における動的貯蔵弾性率が５．０×１０６Ｐａ以下であることにより、
積層シート１０は低温での接着性に優れたものとなる。
【００６７】
　なお、動的貯蔵弾性率は、次に示すような方法で測定される値を示す。すなわち、所定
の温度条件下で周期的な歪みを強制的に試験片に与え、その際に試験片に生じた応力を計
測する方法を実施することによって、粘弾性関数（Ｅ＊＝Ｅ’＋ｉ・Ｅ”）を構成する複
素弾性率（Ｅ＊），貯蔵弾性率（Ｅ’），損失弾性率（Ｅ”）及び損失正接（ｔａｎδ＝
Ｅ”／Ｅ’）が特定される。
【００６８】
　具体的には、レオメトリックス社製、固体粘弾性アナライザーＲＳＡ－IIを用い、圧縮
モードにて、測定周波数１Ｈｚ、測定温度を－５０℃～１５０℃、昇温速度５℃／ｍｉｎ
の条件下で、試験片に生じる応力を測定し、その測定された値を基にして、動的貯蔵弾性
率が求められる。なお、試験片は、次のように作製されたものである。まず、剥離性を有
するポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム（セパレーター）（厚さ３８μｍ）
を準備し、このセパレーターの上に粘着層構成樹脂を含む粘着層形成用組成物（粘着層形
成用溶液）を乾燥後の厚みが２５μｍとなるようにアプリケーターで塗工して塗膜を得て
、この塗膜を乾燥させることで塗膜を粘着層となし、その粘着層表面に、セパレーターを
さらにラミネートする。こうして、２枚のセパレーターの間に粘着層を形成してなる粘着
フィルムが作製される。次に、粘着フィルムの１枚のセパレーターを剥離して粘着層を露
出させ、さらに、もう一枚のセパレーターを剥離しつつ、粘着層をロール状に巻取り、粘
着層の捲回構造物からなる試験片を得た。この試験片は、直径４．５７ｍｍ程度、高さ２
ｍｍ～４．７５ｍｍ程度の円柱状であり、目視上、粘着層の間に気泡の混入が認められな
いものである。
【００６９】
　粘着層３は、アクリルトリブロック共重合体を含んでなる。アクリルトリブロック共重
合体は、次に示す一般式（１）で示される構造を重合体主鎖中に有する。
【００７０】
【化１】

【００７１】
　上記一般式（１）中、［Ａ］および［Ｃ］は、それぞれメタクリル酸アルキルエステル
の重合体ブロックを表す。また、［Ｂ］は、（メタ）アクリル酸アルキルエステルの重合
体ブロックを示す。
【００７２】
　アクリルトリブロック共重合体において、［Ａ］で示す重合体ブロック、［Ｃ］で示さ
れる重合体ブロックは、それぞれ、ガラス転移温度（Ｔｇ）が＋１１０℃以上であり、且
つ、シンジオタクティシティーが７０％以上であることが好ましい。
【００７３】
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　ガラス転移温度（Ｔｇ）は、レオメトリックス社製、固体粘弾性アナライザーＲＳＡ－
IIを用い、圧縮モードにて測定周波数１Ｈｚ、測定温度を－５０℃～１５０℃、昇温速度
５℃／ｍｉｎとして、試験片の動的粘弾性および損失正接（ｔａｎδ）を測定し、その測
定結果における損失正接の最大値（ピーク値）を与える温度として求められた（ＤＭＡ法
）。
【００７４】
　シンジオタクティシティーは、従前より公知な方法を用いて求められる。すなわち、シ
ンジオタクティシティーは、［Ａ］［Ｃ］に示すブロック共重合体を重水素化クロロホル
ムに溶解してなる試験試料を用いて１Ｈ－ＮＭＲおよび１３Ｃ－ＮＭＲでスペクトルの測
定を行い、そのスペクトルデータに基づき求められるシンジオタクティックトライアッド
（ｒｒ）の含量（％）を示す。
【００７５】
　［Ａ］で示される重合体ブロック、［Ｃ］で示される重合体ブロックのそれぞれを構成
するモノマーは、メタクリル酸アルキルエステルを主成分とし、上記した条件（ガラス転
移温度とシンジオタクティシティーの条件）を満たしうるものであれば、特に限定される
ものではなく、例えば、メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸ｎ－プ
ロピルなどを挙げることができる。
【００７６】
　また、アクリルトリブロック共重合体において、［Ｂ］で示される重合体ブロックは、
ガラス転移温度（Ｔｇ）が＋３０℃以下であることが好ましい。このガラス転移温度は、
上記した［Ａ］［Ｃ］で示される重合体ブロックのガラス転移温度と同じ方法で特定され
る。
【００７７】
　一般式（１）中、［Ｂ］で示される重合体ブロックを構成する主なモノマー成分は（メ
タ）アクリル酸アルキルエステル、すなわちアクリル酸アルキルエステルおよび／または
メタクリル酸アルキルエステル、である。この重合体ブロックを構成し得る（メタ）アク
リル酸アルキルエステルモノマーとしては、必ずしも限られるものではないが、例えば、
（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸ｎ－プロピ
ル、（メタ）アクリル酸ｎ－ブチルなどを挙げることができる。
【００７８】
　［Ａ］で示される重合体ブロック、［Ｂ］で示される重合体ブロック、［Ｃ］で示され
る重合体ブロックには、性質を害しない範囲の僅かな割合であれば、上記の他の構成成分
が含有されていてもよい。
【００７９】
　粘着層３に含まれるアクリルトリブロック共重合体は、重量平均分子量／数平均分子量
の比が１．００～１．５０であるようなブロック共重合体であることが好ましい。
【００８０】
　また、粘着層３に含まれるアクリルトリブロック共重合体は、重合性官能基など反応性
官能基を含有しないものである。したがって、上記したような［Ａ］［Ｂ］［Ｃ］の重合
体ブロックの構成成分には、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル等のヒドロキシ基
含有モノマー、（メタ）アクリル酸等の不飽和カルボン酸モノマーやアクリルアミド等の
不飽和アミンモノマーが含まれない。そして、粘着層３に含まれるアクリルトリブロック
共重合体の構造は、活性水素を含む不飽和カルボン酸のエステル化物、不飽和カルボン酸
化合物と不飽和アミン化合物を含有しない重合体構造である。
【００８１】
　本発明によれば、粘着層３が、上記したようなアクリルトリブロック共重合体を含有す
ることにより、ホログラム層２と粘着層３のホログラム積層体４を積層シート１０から支
持体に転写した後において支持体とホログラム層２との粘着性を効果的に維持することが
できるという効果を奏する。
【００８２】
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　なお、粘着層３には、アクリルトリブロック共重合体のほかにアクリルジブロック共重
合体が更に含まれることが好ましい。
【００８３】
　ブロック共重合体組成物では、上記したアクリルトリブロック共重合体のほかにアクリ
ルジブロック共重合体が更に含まれることにより、粘着層３の粘着力を保持させることが
できる。
【００８４】
　アクリルジブロック共重合体は、２種類の重合体ブロック（重合体ブロック（Ｄ１）、
重合体ブロック（Ｄ２））を、重合体主鎖の主成分として含有してなる。
【００８５】
　一方の重合体ブロック（重合体ブロック（Ｄ１））は、（メタ）アクリル酸アルキルエ
ステルからなる。
【００８６】
　重合体ブロック（Ｄ１）を構成するモノマーは、（メタ）アクリル酸アルキルエステル
のモノマーであり、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（
メタ）アクリル酸ｎ－プロピル、（メタ）アクリル酸ｎ－ブチルなどを挙げることができ
る。
【００８７】
　他方の重合体ブロック（Ｄ２）は、重合体ブロック（Ｄ１）と構造を異にする（メタ）
メタクリル酸アルキルエステルをモノマーとする重合体が用いられる。
【００８８】
　粘着層３に含まれるアクリルジブロック共重合体は、重合性官能基など反応性官能基を
含有しないものである。上記重合体ブロック（Ｄ１）（Ｄ２）に示すそれぞれの重合体ブ
ロックの構成成分には、いずれも（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル等のヒドロキ
シ基含有モノマー、（メタ）アクリル酸等の不飽和カルボン酸モノマーやアクリルアミド
等の不飽和アミンモノマーが含まれない。そして、粘着層３に含まれるアクリルジブロッ
ク共重合体の構造は、活性水素を含む不飽和カルボン酸のエステル化物、不飽和カルボン
酸化合物と不飽和アミン化合物を含有しない重合体構造である。
【００８９】
　粘着層３が、アクリルトリブロック共重合体およびアクリルジブロック共重合体を含有
する場合、その配合比率が（アクリルトリブロック共重合体（重量部））／（アクリルジ
ブロック共重合体（重量部））の値で４～１０の範囲であることが好ましい。粘着層が、
このような配合比率でアクリルトリブロック共重合体およびアクリルジブロック共重合体
を含有することにより、積層シートの打ち抜き性を良好に保ちつつ、ホログラム層と粘着
層の積層体を支持体に転写した後において支持体とホログラム層との粘着性を効果的に維
持することができるという効果を奏する。
【００９０】
　ところで、粘着層３は、その粘着層３を構成する異なる重合体の分子相互間に擬似的な
架橋構造（擬似架橋構造）を有するものであることが好ましい。これは、粘着層３を粘着
力や粘着性の保持力（粘着力の経時安定性）に優れた層構造とするには、粘着層３を構成
する重合体がある程度の凝集力を有することが好ましいためである。この点、擬似架橋構
造を形成可能にする材料（擬似架橋材料）としては、上記したアクリルトリブロック共重
合体のほか、ＳＩＳ（スチレン・イソプレン・スチレンブロック共重合体）ゴム、ＳＢＳ
（スチレン・ブタジエン・スチレンブロック共重合体）ゴムなどの合成ゴムもあげられる
。これらの合成ゴムは、トリブロック共重合体である点では、アクリルトリブロック共重
合体と共通する。しかしながら、粘着層３の耐候性の観点から、これらの合成ゴムよりも
上記したようなアクリルトリブロック共重合体のほうが、粘着層３を構成する樹脂として
大きく優れたものである。
【００９１】
　積層シート１０において、ホログラム層２は硬化型材料層用材料組成物を硬化してなる
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硬化型材料層２０であってこの層にホログラムを記録してなる層であるが、硬化型材料層
用材料組成物を溶剤に混合しやすくする目的で、硬化型材料層用材料組成物には、ホログ
ラム層２を構成する化合物としてオリゴマーよりも低分子な成分（例えばモノマー）が使
用されている場合が多い。このような場合、低分子の成分がホログラム層２に未硬化の状
態で残存することとなりやすい。そして粘着層３はホログラム層２と界面を接するため、
ホログラム層２中に含まれる虞のある未硬化の成分は、粘着層３を構成する材料と反応し
てしまう可能性が指摘される。ところが、積層シート１０では、上記したように粘着層３
は反応性官能基のない樹脂から構成されているため、ホログラム層２と粘着層３の接触界
面で、ホログラム層２中に含まれる虞のある未硬化の成分と粘着層３を構成する樹脂とが
反応してしまって、粘着層３の粘着力の経時安定性に悪影響が生じる虞が抑制される。
【００９２】
　積層シート１０において、硬化型材料層用材料組成物の１つであるホログラム層形成用
材料組成物として第１の感光材料が用いられる場合に、第１の感光材料が、光重合可能な
化合物として光ラジカル重合性モノマーを含み、光重合開始剤として光ラジカル重合開始
剤を含み、その他にバインダ樹脂および増感色素を含有してなる場合がある。ここに、第
１の感光材料を用いた干渉露光法が実施されると、光重合性モノマーとバインダ樹脂との
屈折率差を利用して体積ホログラムを記録する層構造が、ホログラム層２として形成され
ることができる。この場合に実施される干渉露光法では、基材に第１の感光材料を塗布し
て形成された塗布膜に干渉光が照射されることになるため、塗布膜に対して強く露光され
た部分（強い干渉光の照射される部分）と弱く露光された部分（弱い干渉光の照射される
部分）とが存在することになる。塗布膜に対して強く露光された部分では、弱く露光され
た部分に優先して、塗布膜に含まれる光ラジカル重合モノマーの光ラジカル重合反応が開
始される。このとき、その光ラジカル重合反応に伴い光ラジカル重合性モノマーの拡散移
動が起こる。そしてその拡散移動の結果として、塗布膜中では、干渉光の強弱に応じた光
ラジカル重合性モノマーの疎密が生じ、それが塗布膜に屈折率の差を生じさせる。この屈
折率の差により塗布膜に体積ホログラムが記録されつつ塗布膜が硬化し、ホログラム層２
が形成される。この場合、塗布膜の硬化と同時にホログラム層２は体積ホログラムを発現
可能な層となる。このような干渉露光法では、塗布膜の硬化条件（光ラジカル重合反応の
実施条件）によっては、塗布膜に含まれる各種化合物のうち低分子量の化合物成分がホロ
グラム層２に未硬化の状態で残存することとなりやすい。そのようなホログラム層２に対
面するように粘着層３が積層されると、ホログラム層２に含まれる未硬化の化合物成分が
粘着層３に移行することがあり、さらには、この移行した未硬化の化合物成分が粘着層３
に含まれる化合物と反応して粘着層３の凝集力に悪影響を及ぼすことがある。ところが、
この積層シート１０では、粘着層３が反応性官能基のない樹脂から構成され、上記したよ
うにホログラム層２から粘着層３に移行した化合物成分が粘着層３を構成する樹脂と反応
してしまうおそれが抑制されているので、粘着層３の粘着力の経時安定性に悪影響が生じ
る虞が効果的に抑制される。
【００９３】
　また、例えば、硬化型材料層用材料組成物として、銀塩材料や重クロム酸ゼラチン乳剤
が用いられる場合、上記第１の感光材料が用いられる場合と同じく、ホログラム層２に未
硬化の状態で硬化型材料層用材料組成物の構成成分が残存する可能性がある。ところが、
積層シート１０では、粘着層３が反応性官能基のない樹脂から構成されているので、硬化
型材料層用材料組成物の構成成分をなす化合物の分子骨格に含まれることのある水酸基な
どの官能基と、粘着層３に含まれる化合物とが反応する虞も抑制されている。このことか
らも、積層シート１０では、粘着層３の粘着力の経時安定性に悪影響が生じる虞が効果的
に抑制される。
【００９４】
　粘着層３には、所定色の着色材料が含まれていてもよい。
【００９５】
　この場合、着色材料としては、光吸収性染料または着色顔料を用いることができる。す
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なわち、光吸収性染料または着色顔料を含む公知のグラビア印刷用インキ、スクリーン印
刷インキなどの通常のインキを用いることができる。
【００９６】
　粘着層３に着色材料を含有させる場合においては、粘着層３の色が、散乱性の少ない色
（光沢がある色）であって、特にホログラム層２が体積ホログラム層である場合には、体
積ホログラム層の色合いとは相反する色合いであることが好ましい。したがって、粘着層
３の色種は、黒色であることが好ましい。このような粘着層３は、黒色染料や黒色顔料が
粘着層３に含有されることによって形成できる。
【００９７】
　このように、本発明において、粘着層３に所定色の着色材料が含まれると、着色材料に
よって、積層シート１０のホログラム画像のコントラストを向上させて、ホログラム再生
像をより明瞭に再現させることができる。
【００９８】
　粘着層３には、粘着性をより促進させる粘着付与剤（タッキファイヤー）が含まれてい
てもよい。タッキファイヤーは、分子量が数百～数千のオリゴマー程度の樹脂材料である
。この樹脂材料としては、具体的に、ロジンエステル系樹脂、テルペン系樹脂、フェノー
ル系樹脂、石油樹脂、アクリル系樹脂などを挙げることができる。
【００９９】
　粘着層３が、タッキファイヤーを含有する場合、その配合比率が粘着層構成樹脂の全量
（重量部）に対して０～２５重量％の範囲であることが好ましい。粘着層３が、このよう
な配合比率でタッキファイヤーを含有することにより、ホログラム層２と粘着層３の積層
体でなるホログラム積層体４を積層シート１０から支持体に転写した後において支持体と
ホログラム層２との粘着性を効果的に維持することができるという効果を奏する。なお、
粘着層構成樹脂とは、粘着層３がアクリルジブロック共重合体を含まずアクリルトリブロ
ック共重合体を含む場合（第１の場合）には、アクリルトリブロック共重合体を示し、粘
着層３がアクリルジブロック共重合体とアクリルトリブロック共重合体の両者を含む場合
（第２の場合）には、アクリルジブロック共重合体とアクリルトリブロック共重合体の両
者を示すものとする。また粘着層構成樹脂の全量とは、第１の場合には、アクリルトリブ
ロック共重合体の配合量（重量部）を示し、第２の場合には、アクリルジブロック共重合
体の配合量（重量部）とアクリルトリブロック共重合体の配合量（重量部）の合計量を示
す。
【０１００】
　なお、粘着層３には、上記したようなタッキファイヤーのほか、本発明の目的を損なわ
ない範囲で、必要に応じて、粘着層の経時劣化を防止するための光安定剤、紫外線吸収剤
や酸化防止剤等の各種の添加剤が配合されていてもよい。
【０１０１】
（第１の実施形態の積層シートの製造）
　第１の実施形態の積層シート１０は、次のように製造されることができる（第１の製造
方法）。
【０１０２】
（第１の製造方法）
　基材シート５上に、上記したようにホログラム層形成用材料層を形成するとともに、そ
れをホログラム層２となす。これにより、基材シート５とホログラム層２を積層してなる
ホログラムシートを得る。その一方で、剥離性を有するフィルム材（セパレーター）を準
備し、上記した粘着層構成樹脂を含む粘着層形成用組成物を調整し、セパレーター面上に
粘着層形成用組成物を塗布して粘着層３を形成することにより、粘着フィルムを得る。こ
の粘着フィルムは、セパレーターと粘着層３とが積層された構造を有してなり、且つ、セ
パレーターから粘着層３を剥離可能に構成される。そして、ホログラムシートのホログラ
ム層２面と粘着フィルムの粘着層３とが対面するように、ホログラムシートと粘着フィル
ムを重ね合わせ、粘着層３をホログラム層２に貼り付けた後、セパレーターを剥離する。
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これにより、粘着層３とホログラム層２とを直接積層した積層構造を有する積層シート１
０を得ることができる。
【０１０３】
　なお、粘着層形成用組成物には必要に応じて着色材料が添加される。粘着層形成用組成
物の塗布方法は、公知の印刷方法を適宜用いることができる。
【０１０４】
　第１の製造方法では、ホログラム層２、粘着層３を別々に形成して最後に張り合わせた
が、第１の実施形態の積層シート１０は、次のように形成されることもできる（第２の製
造方法）。
【０１０５】
（第２の製造方法）
　基材シート５上に、上記したようにホログラム層形成用材料層を形成するとともに、そ
れをホログラム層２となす。その一方で、上記した粘着層構成樹脂を含む粘着層形成用組
成物を調整し、粘着層形成用組成物を適宜ホログラム層２の上に塗布して粘着層３を形成
することにより製造することができる。
【０１０６】
　なお、第１の製造方法や第２の製造方法などの適宜の方法で製造される積層シート１０
の厚みは、特に限定されるものではないが、適度な粘着力及び良好な打抜き加工性を確保
することを考慮すれば、５～２５０μｍであることが好ましく、２０～１００μｍである
ことがより好ましい。
【０１０７】
（第２の実施形態）
　第１の実施形態の積層シート１０において基材シート５とホログラム層２との間、及び
／又は、粘着層３の上に必要に応じて所定の機能を付与するための付加機能層が設けられ
てもよい（第２の実施形態）。
【０１０８】
　このような付加機能層は、基材シート５、ホログラム層２、粘着層３のいずれとも異な
る層構造を有してなる。具体的に、付加機能層としては、剥離層６、ハードコート層７、
印刷層８等を具体的に例示することができる。
【０１０９】
　第２の実施形態の積層シートの実施例の１つについて、その断面模式図を図３に示す。
図３の例では、積層シート１０は、基材シート５上に、剥離層６を介してハードコート層
７、印刷層８、ホログラム層２、粘着層３がこの順序で積層されている。なお、ハードコ
ート層７、印刷層８、ホログラム層２、粘着層３からなる積層体が、ホログラム積層体９
であり、積層シート１０よりホログラム積層体９を支持体に転写した際、ホログラム積層
体９が支持体上に転写される。
【０１１０】
　剥離層６は、基材シート５とハードコート層７との間に剥離性を付与する樹脂層である
。剥離層６を構成する樹脂材料としては、アクリル系樹脂、セルロース系樹脂、ビニル系
樹脂、ポリエステル系樹脂、ウレタン系樹脂、オレフィン系樹脂、アミド系樹脂、エポキ
シ系樹脂などが挙げられる。剥離層６の層厚は、０．０５～１０μｍ、好ましくは０．２
～２μｍである。
【０１１１】
　ハードコート層７は、この積層シート１０よりホログラム層２を含むホログラム積層体
９を支持体に転写した後に、ホログラム積層体９の最外側表面となる面をなすことになる
層である。ハードコート層７が支持体上でホログラム積層体９の最外側表面となる面をな
す層となることで、ハードコート層７によってホログラム層２の構造や印刷層８が外部応
力から保護され、ホログラムとして記録された情報や印刷層８の状態の耐久性を向上させ
ることができるようになる。ハードコート層７を構成する樹脂材料としては、硬化型アク
リル系樹脂、セルロース系樹脂、ビニル系樹脂、ポリエステル系樹脂、ウレタン系樹脂、
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オレフィン系樹脂、アミド系樹脂、エポキシ系樹脂などを挙げることができる。ハードコ
ート層の層厚は、０．０５～１０μｍ、好ましくは０．２～２μｍである。
【０１１２】
　印刷層８は、文字や絵柄などの情報を所定領域に２次元的に記録した層である。印刷層
８は、グラビア印刷用インキ、スクリーン印刷インキなどの通常のインキ等を用いて所定
の面上に印刷することで形成できる。印刷層８の層厚は、０．１～５０μｍ、好ましくは
５～２０μｍである。
【０１１３】
　第２の実施形態における積層シート１０において、基材シート５、ホログラム層２、粘
着層３は、それぞれ、上記した第１の実施形態における積層シート１０におけるそれらと
同じ層構造を有しており、また、同じ材料を用いられて形成される。
【０１１４】
（第３の実施形態）
　上記に説明した第１の実施形態、第２の実施形態の積層シート１０では、ホログラム層
２および粘着層３は基材シート５の上に設けられてなる積層構造を備えるが、本発明の積
層シートは、このような積層構造を有するものに限らず、次に示すような積層シート５０
であってもよい（第３の実施形態）。
【０１１５】
　第３の実施形態の積層シート５０は、図４に示すように、セパレーター用シート５１の
上に粘着層５５、ホログラム層５４、透明性粘着層５２、基材シート５３をこの順に積層
してなる。この積層シート５０においては、粘着層５５とホログラム層５４を直接積層し
てなるホログラム積層体５６が形成されている。第３の実施形態の積層シート５０におけ
る粘着層５５、ホログラム層５４のそれぞれの層構造は、それぞれ、第１の実施形態の積
層シート１０における粘着層３、ホログラム層２と同様の構造を備えており、また、第３
の実施形態の積層シート５０における粘着層５５、ホログラム層５４のそれぞれの層を構
成する材料としては、それぞれ、第１の実施形態の積層シート１における粘着層３、ホロ
グラム層２と同様の材料を用いることができる。第３の実施形態の積層シート５０におけ
る基材シート５３は、第１の実施形態の積層シート１における基材シート５と同じ材料・
構造を備えるものを用いることができる。
【０１１６】
　セパレーター用シート５１は、粘着層５５に対して剥離可能な材料を適宜選択すること
ができ、例えば、剥離可能な樹脂材料としては、シリコーン系樹脂、セルロース系樹脂、
ビニル系樹脂、ポリエステル系樹脂、オレフィン系樹脂、アミド系樹脂などが塗布された
ポリエステルに代表される様なプラスチックフィルムもしくは紙等が挙げられる。
【０１１７】
　透明性粘着層５２は、光透過性を有する材料から適宜選択された材料組成物から形成さ
れていればよい。透明性粘着層５２を構成する材料としては、具体的に、一般的に粘着材
や接着材を構成する樹脂材料として適用可能なエポキシ樹脂、アクリル樹脂、シリコーン
樹脂や天然ゴム、合成ゴム等を例示することができる。透明性粘着層５２を構成する材料
としては、これら例示された樹脂材料の中でも、透明性に優れる点及び準備コストを抑制
できる点で、粘着材を構成する樹脂材料として適用可能なアクリル系樹脂が好ましい。
【０１１８】
　なお、第３の実施形態の積層シート５０において、基材シート５３とホログラム層５４
との間、及び／又は、粘着層５５とセパレーター用シート５１の間に、必要に応じて所定
の機能を付与するための付加機能層が設けられてもよい。ここに、ホログラム転写シート
５０において設けられる付加機能層としては、第２の実施形態の積層シート１０において
設けることの可能な付加機能層を挙げることができる。したがって、ホログラム転写シー
ト５０には、第２の実施形態の積層シート１０において設けることの可能な層と同じ剥離
層６、ハードコート層７、印刷層８等を設けることができる。また、基材シート５３をホ
ログラム積層体５６に十分な接着力をもって接着できる場合、積層シート５０の構成から
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透明性粘着層５２を除いてもよい。ただし、この場合には、基材シート５３は、少なくと
もホログラム層２に対する剥離性を備えないものが用いられる。
【０１１９】
（第４の実施形態）
　上記に説明した第１の実施形態の積層シート１０においては、ホログラム層２および粘
着層３からなるホログラム積層体４が基材シート５の上に設けられており、第２の実施形
態の積層シート１０においては、ホログラム層２および粘着層３を含むホログラム積層体
９が基材シート５の上に設けられている。このとき、いずれの積層シート１０についても
、基材シート５は、ホログラム積層体４，９と剥離可能に積層されている。本発明の積層
シートにおいては、このように基材シート５とホログラム積層体４，９とが剥離可能に積
層されている場合に限定されず、基材シート５とホログラム積層体４，９が相互に積層固
定されてなるものでもよい（第４の実施形態）。
【０１２０】
　第４の実施形態の積層シートは、基材シート５とホログラム積層体４が相互に積層固定
されていることを除けば、第１の実施形態の積層シート１０と同じ積層構造を有し、且つ
、それらの積層構造を構成する各層（ホログラム層２、粘着層３など）についても第１の
実施形態の積層シート１０と同様に構成されてなる。したがって、第４の実施形態の積層
シートは、第１の実施形態の積層シート１０の基材シート５として、ホログラム層２に対
する剥離性を備えないものが用いられる。
【０１２１】
　また、第４の実施形態の積層シートは、第２の実施形態の積層シート１０から剥離層６
を除いた積層構造を有して構成されていてよい。さらに、その積層構造を構成する各層（
ホログラム層２、粘着層３、付加機能層など）は、第２の実施形態の積層シート１０を構
成する各層と同様に構成されてなる。ただし、このような第４の実施形態の積層シートで
は、第２の実施形態の積層シート１０の基材シート５として、ホログラム層２や付加機能
層に対する剥離性を備えないものが用いられる。
【０１２２】
　なお、第４の実施形態において、基材シート５とホログラム積層体４，９との密着性が
不十分である場合には、基材シート５の表面（ホログラム層２との接触面）に易接着化処
理を施すことによって、基材シート５とホログラム積層体４，９との間の密着性を向上す
ることができる。易接着化処理としては、例えば、基材シート５面上に、コロナ処理、オ
ゾン処理、プラズマ処理、電離放射線処理、重クロム酸処理、アンカーまたはプライマー
処理等の表面処理や、接着層の積層処理を施すことが挙げられる。ここに、プライマー処
理は、基材シート５とホログラム積層体４，９との間に両方の接着性を向上させるプライ
マー剤からなる薄膜を形成する処理である。プライマー剤としては例えばウレタン系、ア
クリル系、エチレン－酢酸ビニル共重合体系、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体系等の各
種の樹脂材料組成物等が知られており、これらの中から基材の材質に合わせたものを選ん
で使用することができる。プライマー層の層厚は、０．０１μｍ以上１μｍ未満、好まし
くは０．０２～０．５μｍである。なお、プライマー層には、上記したような樹脂材料組
成物以外に、公知の添加剤、例えば、無機や有機の微粒子、滑剤、界面活性剤、帯電防止
剤、可塑剤などが添加されていてもよい。
【０１２３】
　また、接着層の積層処理は、基材シート５とホログラム積層体４，９との間に接着性を
高めるための接着層を設ける処理である。ここに、接着層は、上記のプライマー層よりも
厚みのある層である。
【０１２４】
　接着層は、ヒートシール剤であるエチレン－酢酸ビニル共重合樹脂、ポリアミド樹脂、
ポリエステル樹脂、ポリエチレン樹脂、エチレン－イソブチルアクリレート共重合樹脂、
ブチラール樹脂、ポリ酢酸ビニル及びその共重合樹脂、セルロース誘導体、ポリメチルメ
タクリレート樹脂、ポリビニルエーテル樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリカーボネート樹脂
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、ポリプロピレン樹脂、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、ＳＢＳ、ＳＩＳ、ＳＥＢＳ、Ｓ
ＥＰＳ等の熱可塑性エラストマー、又は反応ホットメルト系樹脂等を素材として構成して
もよい。なお、いずれの素材を使用するにせよ、接着層が無色透明になるよう、万一、着
色している場合でも、ごく淡い着色で、可視光の透過が十分な素材を選択する。接着層の
層厚は、１～５０μｍ、好ましくは２～２０μｍである。
【０１２５】
　本発明の積層シートについて、積層シート１０，５０がホログラム転写シート１である
場合を例として上記に説明したが、積層シート１０，５０は、ホログラム転写シート１に
限らず、粘着層３０と硬化型材料層２０の積層構造を有する積層体であればよい。
【０１２６】
　次に、本発明の積層シート１０について、実施例を用いて説明する。実施例について、
上記と同様に積層シート１０がホログラム転写シート１である場合を例として挙げつつ説
明をおこなう。
【実施例】
【０１２７】
実施例１
＜粘着層を備える粘着フィルムの作製＞
　粘着層を備える粘着フィルムとして、次に示すような粘着フィルムＦ１を作製した。
【０１２８】
（粘着フィルムＦ１）
　まず、剥離性を有するポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム（セパレーター
という）（東セロ株式会社製；ＳＰ－ＰＥＴ－０３（厚さ３８μｍ））を準備する。その
セパレーター面上に、下記組成の粘着層形成用溶液（粘着層形成用溶液Ｎ１）をアプリケ
ーター（ヨシミツ精機社製；ＹＢＡ型ベーカーアプリケーター）により乾燥後膜厚が２５
μｍとなるように塗布して塗布膜を得た後、塗布膜を形成したセパレーターをオーブンで
乾燥させる工程（乾燥工程）を行って粘着層（黒色顔料含有粘着層）とセパレーターの二
層積層物を得た。
【０１２９】
（粘着層形成用溶液Ｎ１の組成）
・アクリルトリブロックエラストマー
　（クラレ株式会社製；ＬＡ２１４０ｅ）　　　　　　　１００　　重量部
・ロジン系樹脂
　（荒川化学工業株式会社製；ＫＥ－１００）　　　　　２５　　　重量部
・黒インキ
　（ザ・インクテック株式会社製；ＸＥＬ　ＦＧ墨）　　３７．５　重量部
・酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００　　重量部
【０１３０】
　乾燥工程後、二層積層物の粘着層面上にセパレーター（ＳＰ－ＰＥＴ－０１（３８μｍ
）；東セロ（株）製）をラミネートして粘着フィルムＦ１を得た。この粘着フィルムＦ１
は、セパレーター／黒色顔料含有粘着層／セパレーターの３層構造からなる。
【０１３１】
＜ホログラム層を備えるフィルムの作製＞
　ホログラム層を備えるフィルム（ホログラムフィルム）は、次のように作製した。
【０１３２】
　絵柄（図５中、符号６０に示すような星型の柄）を体積ホログラムとして記録したホロ
グラム原版と、ＰＥＴフィルムＰ１（ルミラーＴ６０（５０μｍ）：東レ（株）製）を準
備し、ホログラム形成材料として、下記組成からなる体積ホログラム記録用材料を、乾燥
膜厚１０μｍとなるようにグラビアコートにて塗工し、ＰＥＴフィルムＰ１／体積ホログ
ラム記録用材料の層からなる積層体を得た。
【０１３３】
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＜体積ホログラム記録用材料の組成＞
・バインダ樹脂（ポリメチルメタクリレート系樹脂（分子量２００，０００））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０重量部　
・３，９－ジエチル－３’－カルボキシルメチル－２，２’－チアカルボシアニン沃素塩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５重量部　
・ジフェニルヨードニウムヘキサフルオロアンチモネート　　　　６重量部　
・２，２－ビス（４－（アクリロキシジエトキシ）フェニル）プロパン　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８０重量部　
・１，６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテル　　　　　　８０重量部　
・溶剤（メチルイソブチルケトン／ｎ－ブタノール＝１／１（重量比））　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００重量部　
【０１３４】
（体積ホログラムの記録）
　ホログラム原版の面がホログラム記録用フィルムの体積ホログラム記録用材料の層に対
面するようにホログラム原版とホログラム記録用フィルムとを重ねあわせ、体積ホログラ
ム記録用材料の層を、ホログラム原版に重ね、ＰＥＴフィルム側からレーザー光（波長；
５３２ｎｍ）（エネルギー密度；８０ｍＪ／ｃｍ２）を入射し、ホログラム記録用フィル
ムにホログラム原版の体積ホログラムを記録（複製）した。その後１００℃の雰囲気中で
１０分間加熱し、高圧水銀灯を用いて、全面に照射線量；２５００ｍＪ／ｃｍ２の紫外線
照射（紫外線定着露光）を実施して、５３０ｎｍに回折中心波長を有する絵柄６０をもつ
、体積ホログラムフィルムを得た。
【０１３５】
＜積層シートの作製＞
　粘着フィルムＦ１のセパレーターを剥がし、これを、ホログラムフィルムのホログラム
層面に粘着層を密着させるように体積ホログラムフィルムにラミネートし、ＰＥＴフィル
ム／ホログラム層／黒色顔料含有粘着層／セパレーターからなる、体積ホログラムを記録
された積層シートを得た。
【０１３６】
［積層シートにおける粘着層の評価］
　積層シートにおける粘着層は、支持体に粘着する粘着機能を有する。その粘着機能の良
否につき、その層構造を支持体に対して粘着させた後における剥離強度、耐久性、打ち抜
き性、ＯＤ値（光学濃度）の観点から評価した。
【０１３７】
（剥離強度）
　剥離強度は、次のように測定した。まず、積層シートを幅２５ｍｍ×長さ１５０ｍｍの
寸法に切断して切断片を得て、その切断片におけるセパレーターを剥離して粘着層を露出
させたものを得て、それを試験片とした。試験片における粘着層の露出面をＳＵＳ板に対
面させつつ、２ｋｇのローラーを用いて試験片とＳＵＳ板とを貼り付けて試験板を得て、
その試験板を温度２３℃、相対湿度５０％の雰囲気下で所定時間（放置時間；２時間）放
置した（放置処理）。放置処理後の試験板を用いて、試験片とＳＵＳ板との間の剥離強度
を測定（剥離速度：３００ｍｍ／ｍｉｎ，剥離距離：１２０ｍｍ，剥離角度：１８０°）
した。なお、剥離強度の測定は、「ＪＩＳ　Ｚ　０２３７」に準拠している。また、剥離
強度の測定には、引張り試験機ＲＴＦ－１１５０－Ｈ（Ａ＆Ｄ社製）を用いた。結果を表
１に示す。
【０１３８】
（耐久性）
　耐久性の測定は、剥離強度の測定を用いて行った。この剥離強度の測定は、放置処理の
条件を変更した他は上記「剥離強度」の測定方法と同じ方法で行った。耐久性の測定にお
ける放置処理条件は、表１に示すように、温度２３℃、相対湿度５０％の雰囲気下、温度
６０℃、相対湿度９０％の雰囲気下、温度８０℃、相対湿度０％の雰囲気下で、それぞれ
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所定時間（放置時間；１００時間、２５０時間、５００時間、１０００時間）放置する条
件である。結果を表１にあわせて示す。
【０１３９】
（打ち抜き性）
　打抜き性の評価は、次のように作製されたサンプル製品の性能に基づいて実施した。
【０１４０】
＜サンプル製品の作製＞
　積層シートを２１０ｍｍ×３００ｍｍに切断してシート片を得た。次に、プレス方式の
裁断機（株式会社トーコー製　自動油圧裁断機（型名：ＳＨＤＣ－６００×５００－５０
Ｔ））に打ち抜き型を取付け、この裁断機に、先に準備したシート片をセットした。そし
て、シート片のセパレーター以外の層を打ち抜き型に対応した形状に打ち抜いた（打ち抜
き工程）。打ち抜き工程では、シート片のセパレーターが貫通しない程度に打ち抜き型の
裁断刃がシート片に入れられるように、切断刃の動きを調整した。打ち抜き工程の後、シ
ート片のセパレーター以外の層のうち打ち抜き型の外側にある部分（余剰部）をセパレー
ターから手で引き剥がし（引き剥がし工程）、サンプル製品を作製した。
【０１４１】
　サンプル製品は、アイランド状に多数の製品要素が多面付けされてなるシートとなって
いる。製品要素には、サンプル製品の平面視上、円形状（直径１０ｍｍ）の輪郭を呈する
もの（製品要素１）、矩形型（縦１０ｍｍ×横１０ｍｍ）の輪郭を呈するもの（製品要素
２）の２種類があり、多数の製品要素１と製品要素２は、セパレーター面上に整列配置さ
れる。なお、実施例１において、このサンプル製品は、ホログラム層と黒色顔料含有粘着
層の積層構造を備えており、本発明の積層シートの１形態として含めることのできるもの
である。
【０１４２】
＜打ち抜き性の評価＞
　打ち抜き性の評価は、製品要素１と製品要素２の輪郭部分を目視観察することにより、
実施した。この目視観察により、各製品要素１，２の輪郭部分に、引き剥がし工程実施時
の糊残（余剰部の粘着層の残渣）が認められないものを「良好」（表中、「○」にて示す
）と評価し、糊残の認められたものを「不良」（表中、「×」にて示す）と評価した。結
果は表１に示すとおりである。
【０１４３】
（ＯＤ値）
　ＯＤ値は、次のように測定した。積層シートを製造する際に使用した粘着フィルムを用
いて、一方側のセパレーターを剥離して粘着層を露出させ、粘着層を露出させた積層シー
トとＰＥＴフィルム（東洋紡績株式会社製；コスモシャインＡ４１００（厚さ１００μｍ
））とを、２ｋｇのローラーを用いて貼り合わせた。粘着フィルムの他方側のセパレータ
ーについても、一方側のセパレーターと同様に剥離するとともにＰＥＴフィルムを貼合せ
た。これにより、粘着フィルムの両面にＰＥＴフィルムを貼り合わせた貼合体を得た。こ
の貼合体を幅２５ｍｍ×長さ５０ｍｍの寸法に切断し、試験片とした。ＯＤ値は、この試
験片を用いて測定した。測定には、反射濃度計（ＧｒｅｔａｇＭａｃｂｅｔｈ社製；ＧＲ
ＥＴＡＧ　Ｍａｃｂｅｔｈ　Ｄ２００－II）を用いた。測定は、試験片上に任意に選択さ
れた５点について実施し、各点について得た測定データの平均値をＯＤ値とした。結果は
表１に示すとおりである。
【０１４４】
　なお、実施例１において、この貼合体は、ホログラム層と黒色顔料含有粘着層の積層構
造を備えており、本発明の積層シートの１形態として含めることのできるものである。
【０１４５】
（動的貯蔵弾性率）
　積層シートにおける粘着層の動的貯蔵弾性率は、積層シートを製造する際に使用した粘
着フィルムを用いて次のように測定した。
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【０１４６】
　まず、動的貯蔵弾性率を測定するための試験片を、次のように作製した。粘着フィルム
Ｆ１の１枚のセパレーターを剥離して粘着層を露出させ、さらに、もう一枚のセパレータ
ーを剥離しつつ、粘着層をロール状に巻取り、粘着層の捲回構造物からなる試験片を得た
。この試験片は、直径４．５７ｍｍ程度、高さ２ｍｍ～４．７５ｍｍ程度の円柱状であり
、目視上、粘着層の間に気泡の混入が認められないものである。この試験片を、粘弾性分
析機にセットし、所定条件下で周期的な歪みを強制的に試験片に与え、その際に試験片に
生じた応力を計測する方法を実施することによって、その応力の値を特定し、その値を基
にして、０℃と５０℃における動的貯蔵弾性率をそれぞれ求めた。結果は表６に示すとお
りである。なお、粘弾性分析機には、レオメトリックス社製、固体粘弾性アナライザーＲ
ＳＡ－IIを用い、試験片に周期的な歪みを与える際の所定条件は、圧縮モード、測定周波
数が１Ｈｚ、測定温度が－５０℃～１５０℃、昇温速度が５℃／ｍｉｎであるとする条件
である。
【０１４７】
［積層シートのホログラム画像の評価］
　積層シートのホログラム画像の良否は、積層シートのホログラム層／黒色顔料含有粘着
層の積層構造を所定の被着体（光透過性を有する平滑なガラス板）に貼り付けた貼付体に
ついて、ガラス板に貼り付けられたホログラム層におけるホログラム画像の輝度とコント
ラストの測定およびホログラム画像の観察を行うことによって、実施した。輝度とコント
ラストの測定結果については表６に示す。
【０１４８】
（積層シートの輝度測定）
　積層シートのセパレーターを剥離して粘着層を露出させた積層シート（積層構造体）の
粘着層面をガラス板面に貼り付けて貼付品を得た。貼付品の積層構造体に向けて、積層構
造体の露出面側から光を入射し、積層構造体面の所定領域の輝度を測定した。
【０１４９】
　このとき、光の入射を行うための装置としては、キセノン光源（朝日分光社製；ＭＡＸ
－３０１）を用い、反射光の輝度を測定するための装置としては、反射光を感知する採光
レンズを備える色彩輝度計（トプコン社製；ＢＭ－７）を用いた。輝度を測定するための
光学測定系８０は、図６に示すとおりである。この光学測定系８０は、キセノン光源８１
から照射される光の進行方向（図６において、矢印Ｌ）と色彩輝度計の採光レンズの厚み
方向（図６中、直線Ｙの延びる方向に沿った方向）のなす角度（鋭角側の角度θ）が３０
度となるように、キセノン光源８１と色彩輝度計８２を配置し、採光レンズ８３の厚み方
向の延長線上の位置であってキセノン光源から光を入射される位置に貼付品８４を配置し
てなる。このとき、貼付品８４は、その積層構造体８５面をキセノン光源８１と色彩輝度
計８２に向けるように配置されている。輝度の測定にあたっては、貼付品を様々な角度（
回転角度ψ；直線Ｙに直交する直線Ｘと積層構造体８５面のなす角度）に傾け、色彩輝度
計８２の採光レンズ８３の位置から貼付品８４を見た場合に最もホログラム層に記録され
た絵柄が明るく見える位置にて測定を行った。輝度の測定には、図６のように、絵柄部分
（ホログラム画像が明るく光って見える絵柄６０の部分）の領域と絵柄のない部分（ホロ
グラム画像がなく、黒く見える部分（図６中、斜線で示す領域６１）の領域より２箇所を
測定スポット（図５中、破線で区画された領域６２、６３）として選択して、それぞれの
測定スポットとなる領域６２、６３ついての輝度を測定した。絵柄部分（６２）の輝度は
３１２６ｃｄ／ｍ２であり、絵柄のない部分（６３）の輝度は６０．２６ｃｄ／ｍ２であ
った。貼付品におけるホログラム画像のコントラストは、表６に示すとおり、５１．９で
あった。ここで、コントラストは、（絵柄部分の輝度）を（絵柄のない部分の輝度）で除
算した値を示す。
【０１５０】
（積層シートに形成されるホログラムの状態観察）
　積層シートに形成されるホログラムの状態は、図６に示すような貼付品のホログラム画
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像として記録された絵柄６０を目視することで観察された。絵柄６０を目視した結果、視
線方向を絵柄部分が最も明るく見えるような方向にそろえた場合に、絵柄のない部分（領
域６１の部分）がくっきりと黒く認識され、絵柄６０の輪郭が明確に認識され、絵柄６０
の視認性に優れた状態が形成されていた。
【０１５１】
実施例２
　粘着フィルムＦ１に変えて下記のように調製された粘着フィルムＦ２を用いたほかは、
実施例１と同様にして積層シートを得た。得られた積層シートを用いて、実施例１と同様
にして貼付品を得るとともに、粘着層の性能に関して剥離強度、耐久性、打ち抜き性、Ｏ
Ｄ値、動的貯蔵弾性率の測定を行った。結果を表２、表６に示す。積層シートのホログラ
ム画像の良否についてその輝度とコントラストの測定とその観察を行うことでその性能評
価を行った。結果を表６に示す。
【０１５２】
（粘着フィルムＦ２）
　粘着層形成用溶液として下記の組成の粘着層形成用溶液Ｎ２を用いたほかは、粘着フィ
ルムＦ１と同じ製造方法およびセパレーターを用いて、粘着フィルムＦ２を作製した。こ
の粘着フィルムＦ２も、粘着フィルムＦ１と同様、セパレーター／黒色顔料含有粘着層／
セパレーターからなる。
【０１５３】
（粘着層形成用溶液Ｎ２の組成）
・アクリルトリブロックエラストマー
　（クラレ株式会社製；ＬＡ２１４０ｅ）　　　　　１００重量部
・アクリルジブロックエラストマー
　（クラレ株式会社製；ＬＡ１１１４）　　　　　　５０重量部
・ロジン系樹脂
　（荒川化学工業株式会社製；ＫＥ－１００）　　　２５重量部
・黒インキ
　（ザ・インクテック株式会社製；ＸＥＬ　ＦＧ墨）５２．５重量部
・酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５０重量部
【０１５４】
比較例１
　次に示すように、粘着フィルムＦ１に変えて下記のように調製された粘着フィルムＦ３
を用いたほかは、実施例１と同様にして積層シートを得た。
【０１５５】
（粘着フィルムＦ３）
　まず、剥離性を有するポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム（セパレーター
という）（東セロ株式会社製；ＳＰ－ＰＥＴ－０３（厚さ３８μｍ））、および、黒色に
着色されたＰＥＴフィルム（東レ株式会社製；ルミラーＸ３０（厚さ７５μｍ））（黒Ｐ
ＥＴフィルムという）を準備する。その黒ＰＥＴフィルム面上に、下記組成の粘着層形成
用溶液（粘着層形成用溶液Ｎ３）をアプリケーター（ヨシミツ精機社製；ＹＢＡ型ベーカ
ーアプリケーター）により乾燥後膜厚が２０μｍとなるように塗布して塗布膜を得た後、
塗布膜を形成した黒ＰＥＴフィルムをオーブンで乾燥させる工程（乾燥工程）を行って粘
着層（透明粘着層（無着色粘着層））と黒ＰＥＴフィルムの二層積層物を得た。
【０１５６】
（粘着層形成用溶液Ｎ３の組成）
・アクリル系粘着剤
　（日本カーバイト工業株式会社製；ニッセツＰＥ－１１８）　　１００重量部　
・イソシアネート系架橋剤
　（日本カーバイト工業株式会社製；ニッセツＣＫ－１０１）　　２重量部　
・溶剤
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　（メチルエチルケトン／トルエン／酢酸エチル＝２／１／１（重量比））　６０重量部
　
【０１５７】
　乾燥工程後、二層積層物の粘着層面上にセパレーター（東セロ株式会社製；ＳＰ－ＰＥ
Ｔ－０１（厚さ３８μｍ））をラミネートして三層構造物を得た。この三層構造物は、セ
パレーター／粘着層／黒ＰＥＴフィルムの３層構造からなる。次に、この三層構造物を用
い、黒ＰＥＴフィルムの露出表面上に、三層構造物を作成する場合と同じ材料と方法を用
いて透明粘着層とセパレーターをこの順に積層形成して、粘着フィルムＦ３を得た。この
粘着フィルムＦ３は、セパレーター／粘着層／黒ＰＥＴフィルム／粘着層／セパレーター
の５層構造からなる。
【０１５８】
＜積層シートの作製＞
　粘着フィルムＦ３のセパレーターを剥がし、ホログラムフィルムのホログラム層面に粘
着層を密着させるようにラミネートし、ＰＥＴフィルム／ホログラム層／粘着層／黒ＰＥ
Ｔフィルム／粘着層／セパレーターからなる、体積ホログラムを記録した積層シートを得
た。なお、ホログラムフィルムとしては、実施例１で用いたものと同じものを用いた。
【０１５９】
　得られた積層シートを用いて、実施例１と同様にして貼付品を得るとともに、粘着層の
性能に関して、実施例１と同様にして、剥離強度、耐久性、打ち抜き性、ＯＤ値、動的貯
蔵弾性率の測定を行った。結果を表４、表６に示す。さらに、積層シートのホログラム画
像の良否について、その輝度とコントラストの測定とその観察を行うことでその性能評価
を行った。輝度とコントラストについての結果を表６に示す。また、貼付品のホログラム
層に記録された絵柄を実施例１と同様に目視観察すると、視線方向を絵柄部分が最も明る
く見えるような方向にそろえた場合に、絵柄のない部分がぼんやりと明るく認識され、絵
柄の輪郭が際立たず、コントラストが低下した。
【０１６０】
比較例２
　粘着フィルムＦ１に変えて下記のように調製された粘着フィルムＦ４を用いたほかは、
実施例１と同様にして積層シートを得た。得られた積層シートを用いて、実施例１と同様
にして貼付品を得るとともに、粘着層の性能に関して剥離強度、耐久性、打ち抜き性、Ｏ
Ｄ値、動的貯蔵弾性率の測定を行った。結果を表５、表６に示す。
　
【０１６１】
（粘着フィルムＦ４）
　まず、剥離性を有するポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム（セパレーター
という）（東セロ株式会社製；ＳＰ－ＰＥＴ－０３（厚さ３８μｍ））を準備する。その
セパレーター面上に、下記組成の粘着層形成用溶液（粘着層形成用溶液Ｎ４）をアプリケ
ーター（ヨシミツ精機社製；ＹＢＡ型ベーカーアプリケーター）により乾燥後膜厚が２５
μｍとなるように塗布して塗布膜を得た後、塗布膜を形成したセパレーターをオーブンで
乾燥させる工程（乾燥工程）を行って粘着層（黒色染料含有粘着層）とセパレーターの二
層積層物を得た。
【０１６２】
　（粘着層形成用溶液Ｎ４の組成）
・アクリル系粘着剤
　（日本カーバイト工業株式会社製；ニッセツＰＥ－１１８）　　１００重量部　
・イソシアネート系架橋剤
　（日本カーバイト工業株式会社製；ニッセツＣＫ－１０１）　　２重量部　
・黒染料
　（日本化薬株式会社製；カヤセットブラックＫ－Ｒ）　　　　　５重量部
・溶剤
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　（メチルエチルケトン／トルエン／酢酸エチル＝２／１／１（重量比））　５５重量部
【０１６３】
　乾燥工程後、二層積層物の粘着層面上にセパレーター（ＳＰ－ＰＥＴ－０１（３８μｍ
）；東セロ（株）製）をラミネートして粘着フィルムＦ１を得た。この粘着フィルムＦ４
は、セパレーター／黒色染料含有粘着層／セパレーターの３層構造からなる。
【０１６４】
実施例３
　実施例１で用いられたホログラムフィルムに変えて、下記のフィルムＭを用いたほかは
、実施例１と同様にして、積層シートを得た。
【０１６５】
＜ホログラム層を備えるフィルムの作製＞
　ホログラム層を備えるフィルム（ホログラムフィルム）（フィルムＭ）は、次のように
作製された。
【０１６６】
　実施例１で用いられるＰＥＴフィルムＰ１のかわりに、表面のコーティングによって易
接着処理を施されたＰＥＴフィルムＰ２（ルミラーＴ１１：東レ（株）製）を使用し、そ
の易接着処理を施された面上に体積ホログラム記録用材料の層を形成した他は、実施例１
と同様にして体積ホログラムフィルムであるフィルムＭを得た。
【０１６７】
　得られた積層シートを用いて、実施例１と同様にして貼付品を得るとともに、粘着層の
性能に関して剥離強度、耐久性、打ち抜き性、ＯＤ値の測定を行った。結果を表３に示す
。また、積層シートのホログラム画像の良否について、その輝度とコントラストの測定と
その観察を行うことでその性能評価を行った。輝度とコントラストについての結果を表６
に示す。
【０１６８】
【表１】

【０１６９】
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【表２】

【０１７０】
【表３】

【０１７１】
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【表４】

【０１７２】
　ただし、表４において（注）は、凝集剥離を生じたことを示す。
【０１７３】

【表５】
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【０１７４】
【表６】

【０１７５】
　表１から５からわかるように、実施例１，２で用いられた粘着フィルムＦ１，Ｆ２につ
いては、温度２３℃、湿度５０％の雰囲気下において、粘着力の低下はない。さらに、こ
れらの粘着フィルムＦ１，Ｆ２には、温度６０℃、湿度９０％の雰囲気下、温度８０℃、
湿度０％の雰囲気下でも顕著な粘着力変化が認められず、粘着力はおおよそ一定に保持さ
れており、ホログラム貼付による影響はないと考えられる。一方、比較例で用いられた粘
着フィルムＦ３には、温度２３℃、湿度５０％の雰囲気下において、粘着力の経時的な低
下が認められた。また、粘着フィルムＦ４には、温度６０℃、湿度９０％の雰囲気下にお
いて、粘着力の経時的な低下が認められた。さらに、粘着フィルムＦ３については、温度
６０℃、湿度９０％の雰囲気下、温度８０℃、湿度５０％の雰囲気下では耐久性の測定に
おいて凝集剥離を生じてしまった。これらの理由としては、ホログラム層成分の移行によ
り、粘着層の凝集力が変化したためだと思料される。
【符号の説明】
【０１７６】
１　ホログラム転写シート
２　ホログラム層
３，３０　粘着層
４，９　ホログラム積層体
５　基材シート
６　剥離層
７　ハードコート層
８　印刷層
１０，５０　積層シート
２０　硬化型材料層
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